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ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
②

『
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
』

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
は
「
国
民
一
人
ひ
と
り
が
や
り

が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働

き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活
な
ど

に
お
い
て
も
、
子
育
て
期
、
中
高

年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に

応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・

実
現
で
き
る
」
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

具
体
的
に
は
、
①
経
済
的
自
立

が
可
能
な
働
き
方
が
で
き
る
「
就

労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が
可
能
な

社
会
」
②
働
く
人
々
の
健
康
が
保

持
さ
れ
、
家
族
や
仲
間
と
の
充
実

し
た
時
間
が
持
て
る
「
健
康
で
豊

か
な
生
活
の
た
め
の
時
間
が
確
保

で
き
る
社
会
」
③
性
や
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
働
き
方
が
選
択
で
き
る
「
多
様

な
働
き
方
・
生
き
方
が
選
択
で
き

る
社
会
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
子
ど

も
や
孫
た
ち
の
将
来
を
考
え
、
働

き
方
や
生
活
の
仕
方
を
見
直
す
こ

と
で
、
多
く
の
人
が
夢
や
希
望
を

持
て
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
い

い
で
す
ね
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
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5
5
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増
加
し
て
い
ま
す

 

〜
結
婚
式
場
・
披
露
宴 

 

サ
ー
ビ
ス
ト
ラ
ブ
ル
〜

１
年
以
上
先
の
挙
式
場
の
予
約

申
込
金
10
万
円
を
支
払
っ
た
。
契

約
後
、
１
週
間
も
経
っ
て
い
な
い

た
め
無
条
件
で
の
解
約
が
可
能
と

思
い
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
た
と

こ
ろ
、
既
払
い
金
10
万
円
は
返
金

不
可
と
言
わ
れ
た
…
な
ど
、
説
明

不
足
ま
た
、
解
約
料
に
つ
い
て
の

ト
ラ
ブ
ル
は
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
契
約
、
申
し
込
み
を
す
る
際

は
規
約
や
約
款
を
よ
く
読
み
、
十

分
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
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国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み
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ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
（
唐
沢
虎

の
尾
）
は
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
多

年
草
植
物
で
、
草
丈
20
〜
40
㎝
程

度
の
茎
を
持
ち
、
湿
地
に
群
生
し

て
い
ま
す
。
５
〜
６
月
に
か
け
、

大
き
さ
１
㎝
程
度
の
小
さ
な
白
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
中
国
で
多
く

生
息
す
る
こ
と
か
ら
、
同
国
を
意

味
す
る
「
ト
ウ
」（
唐
）
と
湿
地

を
表
す
「
サ
ワ
」、
さ
ら
に
花
の

咲
き
方
が
「
虎
の
尾
」
に
似
て
お

り
、
こ
の
名
が
名
付
け
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
は
栃
木
県

内
で
は
絶
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
た

多
年
草
で
、
環
境
省
の
レッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
で
も
最
高
ラ
ン
ク
の
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
６
月
、
下
野
市
内
で

実
施
さ
れ
た
ほ
場
整
備
事
業
の
生

態
系
調
査
で
約
50
年
ぶ
り
に
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
も
こ
の
下

野
市
を
含
め
て
２
か
所
（
他
に
愛

知
県
）
し
か
生
息
地
は
な
く
、
希

少
性
は
極
め
て
高
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
貴
重
な
植
物
を
保
全
す
る

た
め
、
ほ
場
整
備
事
業
と
併
せ
て

保
全
地
が
整
備
さ
れ
、
昨
年
5
月

に
は
土
地
改
良
関
係
者
や
地
元
自

治
会
、
小
山
北
桜
高
校
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
「
下
野
市
ト
ウ
サ
ワ
ト

ラ
ノ
オ
保
存
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
同
会
に
よ
り
貴
重
な
植
物

の
保
護
及
び
生
育
環
境
を
守
る
た

め
の
保
存
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

も
し
知
り
合
い
が 

Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
て
い
た
ら

ま
ず
は
、
彼
女
の
話
を
よ
く
聞

い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
あ
な

た
の
気
持
ち
を
抑
え
て
、
彼
女
の

気
持
ち
や
意
見
を
聞
い
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
彼
女
の
決

断
を
尊
重
し
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
の
は
決
断
を
急
ぐ
こ
と

で
は
な
く
、
彼
女
や
そ
の
子
ど
も

た
ち
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
で

す
。
Ｄ
Ｖ
相
談
の
窓
口
や
援
助
機

関
の
情
報
を
伝
え
、
彼
女
が
い
つ

で
も
助
け
を
求

め
る
場
所
が
あ

る
こ
と
を
教
え

て
あ
げ
る
こ
と

が
問
題
改
善
の

一
歩
に
つ
な
が

り
ま
す
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

再
発
見

で

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）1
1
6
8

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
す
」で
す

!!
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